
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
充
、
生
活
支
援
策
や
感

染
拡
大
防
止
策
な
ど
、
必
要
な
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
賛
成
す

る
。
し
か
し
、
以
下
の
点
は
指
摘
・

要
望
す
る
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
値
上
げ
は
行
わ
な
い
よ
う
に

し
、
運
行
時
間
や
本
数
の
縮
小
も
し

な
い
こ
と
、
ル
ー
ト
を
含
め
、
市
民

の
声
を
聞
い
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

一
般
寄
附
金
の
手
続
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
相
手
で
も
丁
寧
な
対
応
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
予
備
費
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ

活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

し
ま
し
た
。

６
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
、
基
本
理
念

に
、
個
人
情
報
の
活
用
に
よ
る
経
済

活
動
の
推
進
や
産
業
の
国
際
競
争
力

の
強
化
を
明
記
し
て
い
る
。
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
財
界
な
ど

の
要
求
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
お
ろ
そ
か
に
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
で
は
国
民
の
た
め

の
利
便
性
向
上
に
は
な
ら
な
い
。
自

己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
、
情
報

の
自
己
決
定
権
な
ど
個
人
の
権
利
を

保
障
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
法

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
反

対
す
る
。

６
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
湯
沢
綾
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
６
月
17
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
令
和
３
年
５
月
19
日

に
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
一
括
整
備
法
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
条
例
、
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情

報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

の
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の

引
用
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整

合
を
図
る
た
め
、
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

同
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

公
明
党
は
、
昨
年
10
月
に
任
意
団

体
「
み
ん
な
の
生
理
」
代
表
よ
り
相

談
を
受
け
、
３
月
４
日
の
参
議
院
予

算
委
員
会
で
実
態
把
握
と
、
学
校
で

の
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を
要
望
し
、

菅
首
相
に
提
言
。
都
議
会
公
明
党
は
、

３
月
９
日
の
予
算
委
員
会
で
、
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置

す
る
よ
う
都
知
事
に
要
望
。
６
月
２

日
の
都
議
会
本
会
議
で
都
は
、
９
月

か
ら
都
立
学
校
全
校
に
生
理
用
品
を

配
備
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
市
議

会
公
明
党
は
３
月
31
日
に
市
長
要
望

を
行
い
、
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
備
も

行
わ
れ
た
所
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

確
か
に
、
旧
姓
の
通
称
使
用
が
広

が
る
こ
と
で
、
不
利
益
が
緩
和
さ
れ

る
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
問
題
の
根

本
的
解
決
に
な
ら
な
い
。
最
高
裁
判

所
も
認
め
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
婚

姻
に
際
し
て
氏
を
変
更
す
る
の
は
圧

倒
的
多
数
で
女
性
で
あ
り
、
自
由
意

志
で
の
選
択
と
は
言
え
な
い
。
私
も

そ
の
不
利
益
を
実
感
し
て
き
た
一
人

で
あ
る
。
旧
姓
使
用
の
拡
大
を
求
め

る
の
は
、
夫
婦
同
氏
制
度
の
不
合
理

を
認
め
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
国

会
で
早
急
に
法
改
正
の
議
論
を
す
べ

き
と
考
え
る
の
で
、
本
意
見
書
に
は

反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

意
見
書
の
通
称
使
用
拡
充
事
例
の
、

印
鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
票

等
で
の
通
称
は
正
式
な
も
の
と
は
さ

れ
な
い
の
で
、
銀
行
口
座
も
作
れ
ず
、

航
空
券
や
ビ
ザ
も
取
れ
な
い
。
契
約

な
ど
は
戸
籍
名
と
な
る
。
配
偶
者
控

除
等
、
婚
姻
制
度
に
依
拠
し
な
い
と

経
済
的
不
利
益
を
被
る
現
在
の
状
況

は
、
基
本
的
人
権
の
損
傷
に
も
当
た

る
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
が
制
度
と
し

て
一
刻
も
早
く
法
規
定
さ
れ
る
こ
と

で
、
社
会
的
地
位
を
築
い
て
き
た
女

性
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
暮
ら
し

の
中
で
も
、
多
く
の
人
た
ち
の
安
定

し
た
暮
ら
し
の
保
持
に
つ
な
が
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
止
ま
ら
な
い
中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強
行
は
正

気
の
沙
汰
と
は
思
え
な
い
。
子
ど
も

た
ち
の
学
校
行
事
は
軒
並
み
中
止
か

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
に
な
ら

な
い
の
か
。
大
人
は
感
染
対
策
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
は
東
京
が
最
も
暑
い
時
期
に
当

た
る
。
熱
中
症
と
感
染
防
止
と
い
う

二
重
の
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
危
険
の
中
に
子
ど
も
を
動
員
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
引
率
す
る
教

員
の
負
担
も
計
り
知
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

現
行
の
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
の
設
計
内
容
は
、
両
棟
に
異

な
る
耐
震
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お

り
個
人
的
に
は
納
得
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
市
民
検
討
委
員
会
等
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
配
置
計
画
に
加
え
、

12
人
の
議
員
が
申
し
入
れ
た
条
件
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
が
実
施
さ
れ
、

市
民
を
含
め
た
選
定
委
員
会
が
選
出

す
る
な
ど
、
民
主
的
手
続
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
設
計
で
あ
る
。
過
去
に
財

源
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
の
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
持
ち
出
し
て
反
対

す
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

下
、
市
民
生
活
は
厳
し
く
、
財
政
も

５
年
間
で
60
億
円
の
減
収
が
予
想
さ

れ
る
。
財
政
見
通
し
が
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
中
、
市
民
生
活
の
予
算
が
削

ら
れ
る
不
安
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

議
会
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
財
政
的

な
裏
付
け
を
求
め
る
決
議
を
３
度
可

決
し
、
市
民
も
見
直
し
を
求
め
る
千

100
名
以
上
が
署
名
し
た
陳
情
書
を
提

出
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
こ
の
意

見
を
無
視
し
、
建
設
の
準
備
行
為
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
民
主
主
義
に

反
す
る
や
り
方
は
許
さ
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

市
財
政
に
与
え
る
悪
影
響
は
非
常
に

大
き
い
。
限
ら
れ
た
財
源
は
、
最
優

先
で
市
民
生
活
や
事
業
者
を
継
続
的

に
支
え
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
。

全
体
的
な
財
政
計
画
す
ら
示
さ
な
い

ま
ま
、
手
続
だ
け
を
強
行
す
る
姿
勢

は
、
情
報
公
開
に
逆
行
し
、
市
民
や

議
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は

到
底
な
い
。
な
お
、
現
設
計
に
は
、

コ
ス
ト
面
だ
け
で
な
く
、
内
容
面
で

も
多
く
の
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
。
放

置
し
た
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
市
民
の
意
思
確
認
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
申
し
添
え
る
。

会　派　名 会派
人数

交付額
（A）（※ 1）

預金利子
（B）

収入
（C）（A＋B）

支出額
（D）

返還額
（C－D）（※ 2）

自由民主党・信頼の小金井 5人 1,800,000円 9 円 1,800,009円 1,793,824円 6,185円

小 金井市議会公明党 4人 1,440,000円 7 円 1,440,007円 775,191円 664,816円

み ら い の こ が ね い 4人 1,440,000円 2 円 1,440,002円 1,437,752円 2,250円

日本共産党小金井市議団 3人 1,080,000円 1 円 1,080,001円 913,045円 166,956円

小金井をおもしろくする会 2人 720,000円 0 円 720,000円 720,000円 0 円

こ が ね い 市 民 会 議 1人 360,000円 1 円 360,001円 360,000円 1 円

情 報 公 開 こ が ね い 1人 360,000円 5 円 360,005円 359,256円 749円

改 革 連 合（※ 3） 1 人 ―― ―― ―― ―― ――

生活者ネットワーク 1人 360,000円 0 円 360,000円 237,755円 122,245円

市民といっしょにカエル会 1人 360,000円 0 円 360,000円 329,172円 30,828円

緑・ つ な が る 小 金 井 1人 360,000円 0 円 360,000円 237,453円 122,547円

合　　　計 24人 8,280,000円 25円 8,280,025円 7,163,448円 1,116,577円

令和２年度　政務活動費収支報告

※ 1　会派の所属人数に月額30,000円を乗じた金額を交付しています。
※ 2　残額は市に返還しています。
※ 3　令和 2年度政務活動費を申請していません。

政務活動費は、議員の調査研究等に必要な
経費の一部として、議会における会派に対し
て交付するものです。

各会派の収入・支出報告書、支出調書、収
入・支出整理簿、領収書等の写しについては、
市ホームページに掲載しています。

令和3年度から令和12年度までの10年間の市
政運営をする上での指針として、第5次小金井
市基本構想が策定され、市長からこの基本構想
についての議案が提出されました。
基本構想は、議会で審査し、議決をする必要

があることから、議長を除く23名の議員で構成
される基本構想審査特別委員会が設置され、正
副委員長が選出されました。
なお、当初は、令和2年度の議決を予定して

いましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、延期となっていました。
また、内容も多岐にわたることから、閉会中

に開催される委員会で、引き続き審査すること
となりました。

基本構想審査特別委員会を設置

基本構想審査特別委員会
　委員長　　村山　ひでき　　
　副委員長　清水　　がく

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

必
要
な
生
理
用
品
を
手
に
入
れ

づ
ら
い
児
童
・
生
徒
・
学
生
に
対

し
、
学
校
等
で
無
料
提
供
す
る

環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

旧
姓
の
通
称
使
用
の
更
な
る

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
子
ど
も
の
観
戦

動
員
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
下
、
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
な
い
新
庁
舎
等

建
設
を
求
め
る
決
議

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和 3年（2021年）8月19日発行 （275号）


